
万
博
の
風
に
吹
か
れ
て

ジ
ャ
グ
ラ
全
国
大
会
へ

中　〆　
OGS 賛助会 
㈱モトヤ　古門慶造 会長

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
経
済
産
業
省
で
は
、
中
堅
中
小
企

業
の
挑
戦
を
応
援
す
る
た
め
の
中
小
企
業
成
長
加
速
化
補

助
金
や
中
堅
中
小
企
業
成
長
投
資
補
助
金
、
物
流

2
0
2
4
年
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
物
流
効
率
化
に
関

す
る
補
助
金
な
ど
も
新
設
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

続
い
て
、
大
阪
府
商
工
労
働
部
中
小
企
業
支
援
室
も
の

づ
く
り
支
援
課 

課
長
補
佐 

三
杉
真
理
子
様
か
ら
も
、「
貴

組
合
は
、
組
合
員
の
経
営
安
定
化
の
た
め
、
教
育
や
交
流

な
ど
の
事
業
や
O
G
S
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
情
報
提
供
を

は
じ
め
、
J
a
G
r
a
コ
ン
パ
ク
ト
D
X
事
業
に
よ
り

業
界
の
D
X
化
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
業
界
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

大
阪
府
で
は
、
下
請
取
引
の
適
正
化
や
新
事
業
展
開
、

人
材
確
保
や
育
成
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
も
の
づ
く
り

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
大
阪
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、

大
阪
産
業
技
術
研
究
所
と
の
技
術
開
発
な
ど
、
様
々
な
支

去
る
1
月
15
日（
水
）
18
時
よ
り
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪

4
階
「
花
梨
」に
て
令
和
7
年
O
G
S
新
年
互
例
会
が
開
催
さ

れ
、
総
勢
78
名
（
来
賓
10
名
、
組
合
員
34
名
、
賛
助
会
員
34
名
）

が
出
席
し
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。（
㈱
D
N
E
T

　
宗
次
健
太
）

ま
ず
、
開
会
に
あ
た
っ
て
O
G
S
小
幡
理
事
長
よ
り
、

「
昨
年
5
月
の
総
会
で
理
事
長
を
拝
命
し
、
初
め
て
新
年

互
例
会
を
迎
え
ま
し
た
。
何
と
言
っ
て
も
今
年
は
4
月
か

ら
大
阪
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
既
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
賑
わ
っ
て
い
る
大
阪
に
、
更
に
多
く
の

方
が
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
阪
の
経
済
が
大
い
に
盛

り
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
6
月

に
は
J
a
G
r
a
大
阪
大
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
向
け
て
皆
様
に
は
色
々
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
来
賓
の
近
畿
経
済
産
業
局
産
業
部
サ
ー
ビ
ス
・

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
室 

室
長 

遠
藤
浩
規
様
よ
り
、「
印
刷

産
業
は
、
非
常
に

多
く
の
業
界
と
繋

が
っ
て
い
る
貴
重

な
産
業
だ
と
認
識

し
て
お
り
、
動
画

や
A
R
・
V
R

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
も
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
し
て
学

ば
れ
て
い
る
こ
と

援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
」
と
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合 

副

理
事
長 

山
本
素
之
様
よ
り
、「
弊
組
合
は
、

今
年
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
6
月
に
式
典

印
刷
×
デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
ア
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
、
今
ま

で
に
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
月
に
は
今
年
で
4
回
目
に
な
る

ペ
ー
パ
ー
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

紙
の
可
能
性
を
追
求
し
た
印
刷
物
を
求
め

て
、
多
く
の
紙
好
き
達
が
集
ま
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
」
と
ご

挨
拶
い
た
だ
き
、
大
き
な
乾
杯
!
の
声

で
歓
談
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
あ
っ
と
い
う
間
に
懇
親
会
も

終
盤
を
迎
え
、
O
G
S
賛
助
会 

古
門
慶
造
会
長
よ
り
、

「
わ
れ
わ
れ
賛
助
会
も
、
組
合
員
の
皆
様
に
元
気
を
出
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
新
設
さ
れ
た
補

助
金
の
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
新
し
い
設
備
を
導
入
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
業
界
内
外
の
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
」

と
中
締
め
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
て
終
了
…
と
な
る
は
ず
で

し
た
が
、
や
は
り
最
後
は
我
ら
が
山
本
理
事
に
よ
る
恒
例

の
「
一
歩
締
め
」
で
締
め
く
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

乾　杯　
大阪府印刷工業組合
山本素之 副理事長

来賓挨拶
大阪府商工労働部　
三杉真理子 課長補佐

OGS新年互例会

来賓挨拶　
近畿経済産業局　
遠藤浩規 室長

主催者挨拶　
OGS　
小幡利之 理事長
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初めて取り組むデジタルマーケティングと顧客満足
1
月
30
日
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社 

関
西
支
社
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
（
西
区
西
本
町
）

へ
O
G
S
会
員
・
青
年
部
平
成
会
会
員
ら
26
人
が
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
東
京
か
ら
は
ジ
ャ
グ
ラ
コ
ン
パ

ク
ト
D
X
業
態
進
化
委
員
会
委
員
長
　
中
村 

盟
さ
ん
も
来

場
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
管
理
・
運
用
し
実
務
を
取
り
仕
切
る
社
員
の
方
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
田
治
O
G
S
理
事
か
ら
、

お
客
様
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
始
ま
り
、
実
働
さ
れ
た
人
員
・

経
過
・
導
入
進
行
手
順
、
さ
ら
に
結
果
を
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
平
成
会
　
竹
田
恒
太
朗
）

梅
コ
ー
ス
「
O
G
S
・
平
成
会
会
員

（
ユ
ー
ザ
ー
）
へ
の
セ
ミ
ナ
ー
案
内
」

こ
れ
は
D
M
が
届
く
前
後
を
メ
ー
ル
で
挟
み
、
ユ
ー

ザ
ー
が
W
E
B
サ
イ
ト
／
W
E
B
上
の
P
D
F
フ
ァ

イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
こ
と
を
追
跡
す
る
と
い
う
ス
モ
ー

ル
ス
タ
ー
ト
の
事
例
で
す
。

竹
コ
ー
ス
「
出
版
社
の
お
勧
め
書
籍

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
」

梅
コ
ー
ス
よ
り
少
し
難
易
度
が
上
が
り
ま
す
。
ユ
ー

ザ
ー
を
W
E
B
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
と
い
う
点
で
は

同
じ
で
す
が
、
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
D
M
の
文
面
や
紹

介
内
容
を
変
え
る
「
O
n
e 

t
o 

O
n
e 

D
M
」
を

作
り
ま
す
。
こ
の
事
例
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
購
読
済
み

の
書
籍
を
印
字
し
な
い
と
い
う
施
策
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ユ
ー
ザ
ー
が
「
自
分
ご
と
で
は
な
い
」
と
認
識
し

た
メ
ー
ル
・
D
M
は
無
視
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

不
快
感
を
覚
え
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

松
コ
ー
ス
「
私
立
高
校
生
徒
募
集
」

こ
こ
で
は
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
す
る

「
簡
易
版
バ
ル
」
と
い
う
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
違
う
可
変

Q
R
コ
ー
ド
を
発
行
し
、
ど
の
ユ
ー
ザ
ー
が
Q
R
コ
ー

ド
を
通
じ
て
W
E
B
ア
ク
セ
ス
し
た
の
か
追
跡
す
る

た
め
で
す
。

可
変
Q
R
コ
ー
ド
が
載
っ
た
D
M
を
ユ
ー
ザ
ー
（
生

ま
ず
、
こ
の
一
言
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た

田
治
理
事
「
ア
ナ
ロ
グ
の
会
社
だ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ん
て
無
理
…
と
諦
め
て
い
ま
せ
ん

か
?

　
う
ち
も
“
W
E
B
制
作
な
ん
て
ジ
ャ
グ
ラ
仲

間
に
丸
投
げ
”
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
い

会
社
で
す
が
、
顧
客
へ
の
提
案
～
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
ま

で
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お

伝
え
し
ま
す
!
」

お
客
様
ア
プ
ロ
ー
チ
で
重
要
に
な
る
ポ
イ
ン
ト
と
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す

た
め
の
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
か

お
金
か
か
る
ん
だ
よ
ね

ア
プ
リ
と
か
つ
く
る
の

小
規
模
な
会
社
で
で
き
る
の
か
…

そ
ん
な
心
配
は
無
用
で
し
た
。
常
日
ご
ろ
利
用
し
て

い
る
①
エ
ク
セ
ル
（
情
報
の
管
理
）
②
イ
ン
デ
ザ
イ
ン

（
D
M
や
可
変
デ
ー
タ
作
製
）
③
P
O
D
機
（
可
変

印
刷
）
み
な
さ
ん
も
こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
設
備

を
お
持
ち
で
し
ょ
う
。
こ
の
ソ

フ
ト
・
設
備
に
月
々
4,
0
0
0

円
の
④
メ
ー
ル
配
信
ツ
ー
ル

（
ユ
ー
ザ
ー
行
動
の
追
跡
）
を

加
え
れ
ば
で
き
る
の
で
す
!

	

実
際
に
仕
事
と
し
て
運
用
し

た
結
果
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
事
例
は
、
3
パ
タ
ー
ン
。

⃝ユーザー
WEBサイト・サービスの利用者のことですが、
ここでは印刷会社の顧客が握っている会員・顧
客・生徒を指します。

⃝コンバージョン　
WEBサイトを訪れたユーザーが、資料請求・
購入といったWEBサイト側（ここでは印刷会
社の顧客）の利益になる行動を起こすことです。

コニカミノルタジャパン
 小林与晴氏（左）と田治理事

実務をされている社員さんも
多く参加されていました

用
語

No.496  2025.2   February



初めて取り組むデジタルマーケティングと顧客満足
徒
）
へ
発
送
し
、
受
け
取
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
の
う
ち
誰
が

ど
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
の
か
を
把
握
し
ま

す
。
こ
う
し
て
ユ
ー
ザ
ー
が
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
興
味

を
示
し
て
い
る
か
を
把
握
で
き
ま
す
（
こ
の
例
で
は
、

校
内
案
内
・
進
学
実
績
・
通
学
路
V
R
な
ど
）。
ア
ク

セ
ス
が
あ
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
は
、
ど
の
ペ
ー
ジ

に
興
味
を
示
し
て
い
る
か
を
踏
ま
え
て
、
ト
ー
ク
を
変

え
な
が
ら
、「
D
M
を
送
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
す

か
?
」
と
い
う
切
り
口
で
、
私
立
高
校
の
職
員
さ
ん

が
生
徒
へ
電
話
を
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

松
コ
ー
ス
の
事
例
で
は
分
析
結
果
も
公
表
さ
れ
、

メ
ー
ル
配
信
・
D
M
到
着
直
後
に
W
E
B
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
傾
向
（
受
信
後
、
メ
ー
ル
開
封
日
・

メ
ー
ル
開
封
端
末
・
日
時
・
ク
リ
ッ
ク
回
数
）
が
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
の
展
開
や
デ
ー
タ
蓄
積
状
況
や
効
果
・
ア
ク
セ

ス
数
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
増
で
デ
ー
タ
の
精
度
上
げ
て

い
く
こ
と
は
、
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
（
収
集
し
た
デ
ー
タ

を
利
用
し
て
意
思
決
定
を
行
い
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
、

効
果
的
に
リ
ー
チ
す
る
た
め
の
手
法
）
を
有
効
活
用
す

る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
情
報
に
対
す
る

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
が
ユ
ー
ザ
ー
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
増
、
し
い
て
は
業
績
向
上
と
信
頼
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
お
客
様
や
地
域
の
人
か
ら
「
印
刷

し
か
で
き
な
い
会
社
」
と
認
知
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
と
り
あ
え
ず
相
談
し
て
み
よ
う

と
思
う
相
手
と
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
壮
大
な
新
規
事
業

や
業
態
変
革
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
て
も
、
少
し
周
辺
に

事
業
領
域
を
広
げ
る
だ
け
で
客
数
増
加
、
売
上
増
加
に

つ
な
が
る
可
能
性
は
飛
躍
的
に
高
く
な
る
で
し
ょ
う
。

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
得
ら
れ
た
気
づ
き

　
多
様
化
す
る
印
刷
市
場
の
中
で
実
際
に
取
り
組
ん

で
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
取
る
秘
訣
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
紙
メ
デ
ィ
ア
の
良
さ

を
実
感
で
き
ま
し
た
。
メ
ル
マ
ガ
は
す
ぐ
に
視
界
か
ら

消
え
て
し
ま
う
も
の
の
、
紙
の
D
M
は
手
元
に
残
し

て
も
ら
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
導
入
の
レ
ベ

ル
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
事
は
聞
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
と
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は

や
っ
て
み
る
、
そ
の
第
一
歩
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

「
聞
く
は
一
時
の
恥
、
聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
」。
ま
ず

は
、
尼
崎
印
刷
　
田
治
さ
ん
と
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
ジ
ャ
パ
ン
様
に
質
問
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
得
ら
れ
た
知
見
に
よ
り
成
果
を
上
げ
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
恩
返
し
を
し
ま
し
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個
人
情
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や
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業

情
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な
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を
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る
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と
に

し
ま
し
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う
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メールと紙!"の効果
プリントメディア：!"デジタルメディア：メール

顧客

送信の許諾

約#$% 送信可

送付可 開封率

&'()%開封

※一般社団法人日本ダイレクトメール協会「,)メディア実態調査-.-/」報告（要約版）
（01123455666789:;7<=7825>2?<;95=@3@;=A05-.B-.--B....-/729C）

※D@EA0:;=F社「平均メール開封率・クリック率レポート"G-.--年度版H"業種別・地域別（国別）の最新情報」
（011234556667I@EA0:;=F@:;J?7A<:5825@:;J?B:;=F@1JEKBI@EA0:;=F35）

・メールはユーザーの許諾が必要で、平均#$%が許諾する。
・紙!"はメールに比べ開封率は#&'倍、行動喚起率は(&)倍。

開封率

*#(+#%クリック率

#(#'%
顧客+万人の場合、+$+人がクリック

顧客+万人の場合、*+$$人が行動

行動行動喚起率

*+%
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デジタルトランスフォーメーションとは

「 攻 め 」 の D X

Innovationの達成難易度 高

ビジネスモデル
の抜本的改革

Business
Model

Customer
experience

顧 客 接 点 の
抜 本 的 改 革

Product/
Service

既存の商品・
サ ー ビ ス の
高 度 化 や
提供価値向上

業務処理
の効率化
・省力化

Operation

業務プロセスの
抜 本 的 改 革
・ 再 設 計

Process

データ可視化による
スピード経営・
的確な意思決定

Date
Management

低

「守り」の D X

Transform
ation

の
目
的

業務効率化

競争力強化
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簡易バルでやったこと
尼崎印刷 エンドユーザー様コニカミノルタ  PPrriinnttバル

リアルタイムに
フィードバック

送付情報
プリント
メディア

インパクト
感触
配色
ビジュアル
オファー
個別性

開封率 ：79.5％※
行動喚起率：21％※  

プリントメディアの効果測定システムにより「いつ・誰が・
どのQR」を読み込んだかをリアルタイムにフィードバック

※一般社団法人日本ダイレクトメール協会「DMメディア実態調査2021」報告（要約版）
（https://www.jdma.or.jp/upload/research/20-2022-000021.pdf）

氏名
住所
電話番号
URL１
URL２
URL３

行動情報

いつ
だれが
どのQR
(+TEL)
(+指示)

セミナー終了後はショールーム
見学が行われました

OGS×平成会　
合同企画
セミナー

印刷会社でもできる!

No.496  2025.2   February



1 土
2 日
3 月
4 火
5 水
6 木
7 金
8 土 SPACE-21全国交流キャラバン in KAGOSHIMA
9 日
10 月 印関協　団体長会議
11 火
12 水 OGS 役員会　（18時 ~JP ビル 8 階会議室）
13 木
14 金
15 土 印関協　断裁機安全講習会

16 日
17 月
18 火
19 水
20 木
21 金 近畿地協　幹事会・勉強会（姫路・小倉印刷）
22 土
23 日
24 月
25 火
26 水
27 木
28 金

2月の活動予定 状況により中止・変更の可能性もあります

3 月11日㈫　近畿地協 Zoom 幹事会（16時 ~）
13日㈭・14日㈮　 JP2025・印刷 DX 展 

（インテックス大阪）
18日㈫　OGS 役員会（18時 ~JP ビル 8 階会議室）

4 月17日㈭　OGS 役員会（18時 ~JP ビル 8 階会議室）
18日㈮　近畿地協総会（和歌山）

5 月27日㈫　OGS 総会・役員会（ホテル日航大阪）
6 月21日㈯　ジャグラ文化典 東京大会（創立70周年記念）

2025年3月以降の予定

役 員 会 報 告

日　時：2025年 1 月15日（火）　16：30より
場　所：ウェスティンホテル大阪会議室
出席者：�小幡理事長、岡副理事長、木原副理事長、�

黒木副理事長、佐藤専務理事、大家理事、田治理事、�
田中理事、東條理治、橋本理事、宗次理事、�
山本理事、岩下監事、杉浦監事�
オブザーバー�：�平成会　青木会長

報告事項　その他
【近畿地協】
　・�2 月21日（金）　姫路・小倉印刷にて勉強会と地協幹事会
を開催

　・ 3月11日（火）　16時よりZoom幹事会
　・ 4月18日（金）　地協総会（ホテルグランヴィア和歌山）

【OGS】
　・新年年互礼会について
　・ 1月30日（木）田治理事によるセミナーについて
【2026ジャグラ近畿・大阪大会】
　・�12月10日に旅行代理店との顔合わせ（木原副理事長、佐
藤専務理事）

【賛助会　移転による住所変更】
　・株式会社SCREEN�GP�ジャパン　大阪支店
　　新住所　�550-0013　大阪市西区新町2-7-5　�

京阪神�新町第1ビル

OGS ニュースは変化の激しい業界の只中を走る組合員、賛助会員の経
営の参考の一助となるツールを目指しています。OGS関係者だけでなく様々
な業界の方から前向きなご感想をいただく機会も多く、認知度は思いのほ
か高いツールです。そんな当広報誌を是非貴社の広報にも活用してください。

ご希望の会社様には原稿を提供いただくのではなく、私どもが取材に伺い、
業歴やビジネスモデルを掘り下げて伺い、コンテンツに纏めます。情報提
供社のメリットは、自社の取り組みを他者に対してあらためて言語化することにより、自分の中で棚卸が進む
こと、知見を得られること、PR につながることなどがあります。

そうして纏められた誌面は貴社の WEB 広報や社内広報に2次利用いただき、ますますのご発展に活用くだ
さい。もちろん無料です。その情報がどこかの組合員の参考となり、僅かながらでも他社の業績向上に寄与する、
まわりまわって情報提供社にも感謝と恩恵が舞い戻る、そのような素晴らしいサイクルが構築されることを祈
念して、OGS からのご案内とさせていただきます。 （広報担当一同）

あなたの会社の広報ツールに
    ～OGS ニュース活用のススメ

ジャグラ文化典 東京大会
（創立70周年記念）

6月21日（土）　

ジャグラ全国大会
2026年6月19日（金）～22日（月）

総会・文化典・懇親会は　
20日（土）

in
近畿・大阪

MOTOYA COLLABORATION FAIR 2025

●2月13日（木）・14日（金） ●梅田サウスホールにて開催
※ 詳しくは同封のご案内をご覧ください

よろこんで

取材に
伺います!
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